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｢花の万博」テクノあれこれ

1．はじめに

国際花と緑の博覧会（花の万博）が，4月1日から

大阪市の鶴見緑地で開かれている．「産業と生命，文

明と自然の調和」をテーマに，アジアで初の国際園芸

博．日本での国際博覧会開催は，1985年のつくば国際

科学技術博覧会以来，5年ぶりである．そのつくばに

代表されるように，万博といえばこれまで，華やかな

先端技術ばかりが話題をさらい勝ち．しかし今回の花

博はちょっと様子が違う．すなわち，我々の生活を物

質的より，むしろ精神的に豊かにしてくれる花や緑が

"主役”とあっては，ハイテクもやや後方待機の形に

ならざるを得ない．ただ，花博を機会に実用化され，

これから本格的な普及が期待されるニューテクノロジー

もいくつか見られる．以下，思いつくままに紹介して

みたい．

2．リニア地下鉄

1970年の日本万国博覧会に初めて登場した動く歩道．

81年の神戸ポートアイランド博覧会でまず注目を集め

たのは，高架の軌道をタイヤで走る“ポートライナー”

だった．コンピューターによる無人運転システムがト

ラブルたびにポーアイ人気はあおられたが，花博でも，

会場の高架水路を走るボートが開幕早々，転落事故を

起こしたことは記憶に新しい．話題になるといっても，

これは行き過ぎの例．

最近のつくば博では，常電導磁石を使った吸引式の

磁気浮上高速リニアモーターカー(HSST)に試乗体

験した人も多いはず．博覧会のたびに新しい交通機関

や乗り物，アクセスルートが開発され，会場を訪れる

人達の大きな楽しみになっている．

花博の場合，会場への主要アクセスとして，常電導

リニアモーターカーによるミニ地下鉄が開通した．場

内の輸送，観覧用には世界初の電磁式新交通システム

(CTM).事故はいただけないが，一周2kmの水路を

ゆったり移動していく“ウォーターライド”も初のお

目見えだ.VIPの輸送，警備用には30台近くの電気自

動車が活躍している．

この中で，リニアモーターカーの走る大阪市営地下

鉄・鶴見緑地線は延長5.2km.原理としてはまず，車

上の一次コイルに電流を流し，線路方向へ沿って変化

する磁石をつくる．この磁石と，地上側のリアクショ

ンプレート（二次導体）に誘起される磁石との間の吸

引力を利用して前進する．

駆動源の一次コイル，二次導体からなるリニアモー

ターが平たいので，車の床面を低く，車両全体も小型

化できる．トンネル断面は，在来型地下鉄の約60%ま

で狭まった．また，車輪はあるが支持だけ．レールと

の摩擦力に頼らない非粘着的な駆動方式のため，急こ

う配に強く，半径50mの急カーブもスムーズに走行で

きる．きしみ音などの騒音が少ないことも実証ずみだ．

しかも最高時速は70km以上出る．

こうした特徴は，地下鉄工事に伴う掘削土量を減ら

し，地上の状況やカーブ，こう配をあまり気にしなく

ても比較的自由にルート設定できるメリットへつなが

り，地下鉄の建設コストを大幅に引き下げられる可能

性がある．実際に東京都も，同じリニア地下鉄を都営

12号線（総延長40.7km,1997年全線開業予定）へ導

入することにしており，他の自治体でも強い関心を寄

せている．

3．他の輸送技術

花博で初めて登場した交通機関としては，もう一つ

CTMがある．車体に取り付けた小型電磁石が，走行

路に一定の間隔で配置された磁性ベルトに引っ張られ

て移動する簡単な原理．支持用のゴムタイヤは必要だ

が，ポートライナと違って，地上駆動のため車両側の

構造はよりシンプルになる．

無人運転で，時速10kmのゆっくりしたスピードで

進むCTMは，走るというより快適に歩くといったイ

メージの乗り物．回転半径12m,登坂こう配も10%と，

かなり急な登りにも対応できる．走行は静かで，消費

電力が少なく，走行路も現場ですぐに組み立てられる

という．2～3km程度までの都市内短距離輸送シス

テムとして，これから本格採用されていくことが考え

られる．
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4．ソフトエネルギー技術

1970年代，二度に渡るオイルショックは日本にもソ

フトエネルギーパスという概念をもたらした．石油，

石炭の化石燃料，原子力を使ったハードエネルギーパ

スに対し，風力や潮流，地熱，太陽光，太陽熱といっ

た環境に優しい自然エネルギーを利用するシステムの

提唱である．

近年は省エネルギーの進展，石油需給の緩和などに

よってソフトエネルギーの言葉自体あまり聞かれなく

なった．しかし，自然と共生的な文明，技術を見直そ

うという花の万博.パビリオンなど華やかな表舞台を

陰で支える電力，熱の供給技術には，しっかりとソフ

トエネルギーパスの考え方が生かされている．

花博会場の大阪・鶴見緑地からほど近くに，大阪市

の鶴見ゴミ焼却場と守口市のポンプ場がある．ここか

ら出るゴミ焼却の排熱，下水処理水に蓄えられた熱が

花博のメーンパビリオンの一つである「咲くやこの花

館」の冷暖房エネルギーに変わっている．先端を行く

ヒートポンプの技術がそれを可能にした．

「咲くや－」は総ガラス張りの大温室．湿原に浮か

ぶスイレンの花をイメージしたという，奇抜なデザイ

ンの建物だ．世界中から約2,600種,15,000株の植物

が集められ，博覧会終了後も残される．熱帯から極地

圏，高山といった様々な条件下で育つ花と緑が主人公

であり，原生地の温度や湿度に合わせた多様な環境を

用意しなければならない．これを地中加温，地中冷却

さらに全体空調を併用しながら微妙に調節していく．

もちろん昼夜間の温度変化にも気配りが必要．

温度管理のベースになる冷水（最低4℃）と高温水

(最高80℃）は電気式のヒートポンプで供給する．こ

のヒートポンプの熱源が守口市のポンプ場から出る日

量12,000tの下水処理水であり，ヒートポンプを動か

し，そして「咲くや－」全館の電力もゴミ焼却の排熱

発電で賄っている．

下水処理水は夏場，大気温度より5℃前後も冷たく，

冬は気温より7～8℃も暖かい．この温度差，さらに

は水質が極めてよく，水量も安定しているといった点

が，冷暖房用ヒートポンプの熱媒として下水処理水の

利用を思いつかせた．東京都などでも，すでに実用化

への検討を進めているようだ．

5.400V直接配電

初めての試みといえば，「咲くや一」以外の会場施

設には,400Vの電気が直接配電されている．この種

のイベントでは従来，変電所から送られてくる20,000

~70,000Vの高圧電気を施設内の変電所で，いったん

6,000Vまで下げ，個々のパビリオン，施設がさらに

100～400Vへ下げて利用していた．

400V直接配電だと受電側の設備負担は大幅に軽減

され,30%以上のコストダウンを実現できる．使用電

圧の高い電気機器がふえているだけに，今後の大型イ

ベントでは20,000V配電線から直接400Vを供給する

花博方式が主流になっていくとみられる．生きたチョ

ウが舞い，植物があふれた各パビリオンのエネルギー

コントロールにも，従来に増した配慮が行き渡ってい

るようだ．

6．ニューメディア

自動車電話をはじめ列車公衆電話，ポケットベル，

船舶，航空機電話といった移動体通信の普及が目覚ま

しい．今度の花博でも，会場へのシャトルバスや観光

パスを対象に，新しい移動体通信システムが実験稼動

している．内外からの来場者をできるだけスムーズに

会場へ運び，帰ってもらうためのシステムであり,A

MTICS(新自動車交通情報通信システム）関西実験

協議会（会員59社）が中心になってシステム提供して

いるもの．

花博会場は大阪市の都心からリニア地下鉄で10分．

都市型の博覧会として，市周辺の住宅地域で開かれて

いる．ますます悪化する交通事情，既存，新設のアク

セス道路にも不慣れだから，マイカーで気軽に出かけ

るわけにいかない．タクシーやシャトルバスを利用し

ても道路の事情は同じ．ドライバーが，できるだけ交

通渋滞を避けながら，最適な会場出入りのルートを選

べるようにするのがAMTICSだ．

このAMTICSについては，以前にも一度東京でパ

イロット実験が行われたことがある．車載のディスプ

レーにCD-ROM収録の地図情報を表示，その上に

リアルタイムで自分の車の位置と，中継基地のテレター

ミナルから無線送信されてくる交通管制センターの交

通情報をラップするというもので，システムの基本は
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今回も同じ．

違いは提供情報のバラエティー，種類がぐんと増え

ることであり，花博に関連した情報もその一つ．会場

駐車場の混雑具合や各パビリオンの待ち時間，その日

に予定されているイベントなどのニュースが逐次入っ

てくる．これらの情報は，花博会場内の駐車場とか

JR,私鉄の主なターミナル，大阪国際空港のロビー

でも見ることができる．

自動車電話のような音声情報に比べ，格段に情報量

の大きい文字，画像情報を送れるテレターミナル本来

の機能を生かしていくためには，交通情報以外にどん

な情報を流していけるかの実験が欠かせない．花博期

間を通じ，6カ月のロングランテストも世界では初め

てだ．

花博ではほかに，専用のFM放送局が常時イベント

関連のニュースを流しており，パソコン通信を使った

情報サービス，新しい医療情報システムの運用なども

試みられている．花と緑を飛び越え，そして地中にも

情報の流れ，電波の渦がしっかり息づいている．

（日刊工業新聞社記者原昇平）

協賛行事ごあんない

太陽光発雷システムシンポジウム

開催EW案内

●

太陽エネルギーの有効利用のため，太陽光発電が当面している課題につき，実践的な発表とディ

スカッションを展開する事を目的にシンポジウムを開催いたしますので奮ってご参加下さい．

日時：平成2年5月29日（火)30日（水)31日（木)3日間

午前9時30分より午後4時30分まで

場所：（社）日本電機工業会ホール千代田区永田町2丁目4番15号

主なテーマ：太陽光発電システム技術開発，周辺機器,システム事例

講師：学識経験者，メーカー技術者他

参加費：太陽光発電懇話会会員30,000円会員外40,000円

国公立研究機関20,000円

後援：通商産業省工業技術院，新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)

協賛：（社）日本電機工業会，太陽エネルギー学会，ソーラーシステム振興協会，新エネ

ルギー財団，エネルギー・資源学会，新工業化住宅生産技術・システム開発技術研

究組合

主催 ： 太 陽光発電懇話会

参加申込み及び問合せ先：㈱アイシーシー東京営業所内

太陽光発電シンポジウム係

TELO3-818-5786

FAXO3-818-5975

〒113東京都文京区湯島1丁目3番4号，お茶の水聖橋ビルlF
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